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組織名：LLP ITC-Labo.     
1. 中小企業金融公庫との連携実績（～2007年度まで） 
・連携支店名： 中小企業金融公庫 大阪支店                     

1）研修開催における連携 
年・月 スポンサー 主催機関名 参加者数 内、有料契

約社数 
2006.1 IPA（新教材実証） 中小公庫大阪支店 17 2 
2006.7 IT経営応援隊事業 中小公庫大阪支店 18 2 

2006 年度に追記

ください。 

 
 
 
 
 
 
2）その他の連携（あれば） 

＜成果に関する組織としての評価や具体的な成功企業についてのコメント＞ 
①B社・・・経営戦略策定から情報化企画策定、RFP、19年度戦略的 IT化促進事業補助
金採択を経て現在開発中。本事業資金を中小公庫の融資で賄う予定。 
②O社・・・経営戦略、情報化並びに業務改革企画策定。 
③K社・・・経営戦略、業務改革企画策定。 
④S社・・・経営戦略、情報化企画を経て現在 RFP作成中。 

＜連携の内容について＞ 
・中小企業の内部統制に関する研修会開催（9月 27日予定、48社、中小公庫大阪西支店） 
 

 
 
 
 
 
3）中小企業金融公庫側の対応と評価について 
 
＜中小企業金融公庫側の連携先キーマンと窓口担当者 及び評価（想像）＞ 
・ 現窓口担当者は今春着任のため実績評価はないが、前任者の申し送りもあって非常に

積極的。 
・ 西支店長（ITC）とは定期的なコンタクトをとり活発に情報交換を実施している。 

 
 
 
 
４）担当ＩＴＣと役割 

ＩＴＣ 名 インストラクター（メイン orサブ） 役割（コンサル担当等） 
川端一輝 メイン メインコンサル 
米田宗義 サブ プロジェクトリーダー 
堀本 禎 サブ サブコンサル 
吉村哲也 サブ サブコンサル 
新田 実 サブ サブコンサル 
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２.2008年度以降の中小企業金融公庫との連携計画について 
1） 研修開催における連携の計画・目標 

＜具体的な計画・目標があれば＞ 
・中小公庫連携経営者研修は３コース実施予定。各 15社の参加を目標とする。 
・各コースから 2社、計 6社の有料コンサル契約、内 3社は IT経営力大賞応募レベルの
経営革新を目指す。 

 
 
 
 
 
2）その他の連携 
 
 ・ 
＜具体的な計画があれば＞ 
・みなと銀行連携の 1日セミナー、及び経営者研修を実施する予定。 

 
 
 
３.中小公庫との連携をより進めるために 
1）貴組織が考える「中小公庫との理想の連携の姿（To Beモデル）」とは？ 

 
 
 
 
 
 
 

＜具体的にコメントをお願いします＞ 
・ 応援隊事業等に依存せず、中期的な見通しを持った連携事業を推進したい。 
・ 中小公庫のみならず、金融改革プログラムに沿った金融機関連携を実現したい。 

2）実現のための重要成功要因（CSF）とＫＰＩは何ですか？ 

＜具体的にコメントをお願いします＞ 
・ 成功事例の創出（セミナー等で経営者に事例発表いただけるレベル。KPI＝今年度中
に 5社。） 

・ 連携機関の ITC理解度向上（支援機関向け研修実施。KPI＝各機関ごとに 1回以上。） 

 
 
 
 
 
 
 
３）貴組織が抱える問題点、他の組織や協会への要望等 
・ 地域の一組織（LLP）という立場であるため、信用力の面で協会や経産省・近経局な
どのご支援が不可欠。 

・ ITMCの活動に期待。 
 

以上 


